
第10回こどものメンタルケア事例検討会  

チャットやアンケートに寄せられた質問に対する回答 

 

※すべての質問に対応しているわけではありません。また、個別事例に係る質問につ

いては、個人が特定されるおそれがありホームページ上での回答が困難であること

から対応しておりませんので御了承ください。 

 

【質問１】 

実際に医療機関と支援者や学校が具体的に連携する方法は保護者の方や本人に同

意をいただいてから、どんな方法がありますか？ 

【回答１】 

直近の様子を A4 用紙 1 枚程度にまとめた情報提供の書類（特に、ひな形等はあり

ません）を学校の先生がご準備いただいて、受診時にご家族に持たせていただくこと

が多いです。多くは、対応方法を医師がご家族に口頭で返答し、それを学校の先生に

伝えていただくことが多いですが、状況によっては医師が返信の文面を書いたり、直

接学校にお電話して学校の先生とお話しすることもあります。 

 

 

【質問２】 

高校生が医療受診するには保護者が一緒に行かないとダメでしょうか。 

【回答２】 

基本的には、未成年ですので、当院では原則保護者と一緒に来ていただいておりま

す。ただし、受診が長期となり、本人が安定して通えるようになった際の再診では、

本人のみが受診し診察を受けることもあります。 

 

 

【質問３】 

もし質問が間に合えばお答え下さい。「親が頭ごなしに怒鳴る。」「激甘なルールに

緩めてしまう」という育児では、きちんと葛藤のできる自立した成年にはなれない。

本当にその通りだなと思いました。しかし、今回の研修会の範囲外かもしれませんが、

その機会を得られずに、大人になった方々と関わる上で、アドバイスあればお聞かせ

ください。 

【回答３】 

周囲の大人が「不快感情に共感して、枠組みを守る」ような関わりをしてくれずに

育った結果、感情コントロールができない青年が出来上がるということはあるでしょ

う。そのような青年・大人に接する際にも、遅ればせながらですが、やはり「不快感

情に共感して、枠組みを守る」ような関わりは原則としては必要になります。ただし、



当然犯罪に相当するような事象においては、「不快感情への共感はさておき、枠組み

を守る」ことの方が大事になるでしょう。 

 

 

【質問４】 

医療機関の立場から、学校関係者に「こうしてほしい」「こんなことはしないでほし

い」ということはありますか？例えば、「学校での様子を教師目線で書いた報告書が

あるとよい」「通院同行をしてほしい（してほしくない）」など。 

【回答４】 

「学校での様子を教師目線で書いた報告書」＞あると助かります。文面で返信でき

ないことも多いですが、目は通しています。対応方法をご家族に口頭で伝え、それを

担任の先生にフィードバックしていただいていることが多いです。 

「通院同行をしてほしい（してほしくない）」＞ケースバイケースです。初診の時に

は、子どもの思い、親子の関係性などデリケートな部分を見たいので、基本的には学

校の先生には廊下でお待ちいただくようにしています。学校の先生の前だと、素の思

いを隠してしまう子も中にはいるからです。何度も診療していく中で、医療と教育で

の連携が必須になる場面は多く、医師から「次の診察では、担任の先生とお母さんだ

けで来ていただき、一緒に今後の作戦を立てませんか」などとお願いすることは多々

あります。医師の依頼ではなくて、学校の先生のご判断で教員同行のご希望がある際

は、事前にご家族を通じて病院の外来に「教員同行」の旨をお電話で伝えていただけ

ると助かります。通常、医師はケースごとに診察の時間を想定しています。例えば 15

分と想定していた診察枠に、急遽、教員同行があった場合に、医師は「15分では学校

の先生が満足してお帰りいただけないな。45 分ほど必要になるな。」などと考えるた

め、外来が大幅に押してしまうからです。 

「医療にかかっている子は、2年おきに WISC検査をしてきて欲しい」、「中学校への

進学が近いので、WISC 検査をしてきて欲しい」などと学校の先生から WISC検査を病

院で受けてくるように指示されて再診するケースが多くて当院では困っております。

WISC で得られる情報がその子にとって、そのタイミングで施行するのが良いだろう

と医師が判断したケースは検査させていただいておりますが、そうでないケースはお

断りすることも多いです。医療機関ごとに検査を施行できる心理士の人数は大きく差

があり、多くの心理士がいる医療機関では学校からの WISC 依頼にすべて対応できる

ところもあると聞いています。しかし、当院は心理士の人数が少ない方の医療機関に

なります。医師が通常の診療でオーダーする検査にもすでに支障が出ております。上

記のような医療機関ごとの事情があることをご理解いただけると大変助かります。 


